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子
供
た
ち
の
未
来
が

よ
り
幸
せ
な
も
の
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

た
く
さ
ん
の
笑
顔
を
願
っ
て
、

私
た
ち
は
地
域
社
会
へ
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

マクドナルドの店頭にある募金箱。「ドナルド・マクドナルド・
ハウス」を応援するために全国の店舗に設置しています。皆さ
まからのお心遣いが集まって、病気と闘う子供と家族を支える
大きな力になっています。

ドナルド・マクドナルド・ハウスは遠隔地から入院している病気
と闘う子供と、その家族を支える滞在施設で、高度小児医療を
行う病院に隣接して設置されています。現在日本に12ヶ所あ
ります。ハウスの建設費や運営費は100％皆さまからの募金
やご寄付で支えられており、運営は地域のボランティアの支援
で成り立っています。
ご来店時には、皆様のご協力をお願い申し上げます。

私たちは事業活動の強みを活かしながら社会的課題に取り組むこと
が社会貢献であると考えています。次世代を担う子供たちが安心し
て健やかに成長していくためにチャリティ活動、スポーツ支援、教育
支援、地域貢献の４つの分野を中心に、子供たちの食・体・心が豊か
に育まれることを目指して取り組んでいます。

ドナルド・マクドナルド・ハウスへの支援を通じて、病気と闘う
子供とその家族を応援しています。

マクドナルドの社会貢献

チャリティ

チャリティ

スポーツ支援 地域貢献 教育支援

　
文
部
科
学
省
は
、２
０
１
９
年
12
月
に

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」を
発
表
し
た

（G
IG
A

：G
lobal and Innovation 

G
atew

ay for A
ll

／
す
べ
て
の
人
に
グ
ロ

ー
バ
ル
で
革
新
的
な
入
り
口
を
）。施
策
の
中

核
と
な
る
の
は
、全
国
の
小
中
学
校
の
児

童
・生
徒
へ
の「
１
人
１
台
」の
学
習
用
端

末
の
配
備
と
、高
速
大
容
量
の
学
校
内
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
一
体
的
な
整
備
だ
。

　
萩
生
田
光
一
文
部
科
学
大
臣
は
、１
人

１
台
端
末
環
境
は
、も
は
や
令
和
の
時
代

に
お
け
る
学
校
の「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」で
あ

り
、特
別
な
こ
と 

で
は
な
い
と
し
た
上

で
、「
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
の
整
備
は
手
段
で
あ
り
目
的
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。子
供
た
ち
が
変

化
を
前
向
き
に
受
け
止
め
、豊
か
な
創
造

性
を
備
え
、持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手

と
し
て
、予
測
不
可
能
な
未
来
社
会
を
自

立
的
に
生
き
、社
会
の
形
成
に
参
画
す
る

た
め
の
資
質
・能
力
を
一
層
確
実
に
育
成

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
」と
述
べ
て

い
る
。

　
当
初
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
で

は
、「
１
人
１
台
」は
２
０
２
３
年
度
ま
で

に
整
備
予
定
だ
っ
た
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
で
全
国
の
ほ
と
ん

ど
の
学
校
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
へ
の
移
行

が
急
務
に
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、「
１
人
１

台
端
末
」を
整
備
す
る
た
め
の
予
算
は
２

０
２
０
年
度
補
正
予
算
に
前
倒
し
さ
れ

た
。全
て
の
子
ど
も
が
家
庭
で
も
授
業
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
通
信
環

境
整
備
に
も
予
算
が
充
て
ら
れ
、学
校
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
を
技
術
的
に
支
援
す
る
専
門

知
識
を
持
っ
た「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
」を
配
置
す
る
費
用
も
盛
り
込

ま
れ
た
。

　
ま
た
、２
０
２
０
年
度
か
ら
小
学
校
で

は「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
」が
必
修
化

さ
れ
た
。Ａ
Ｉ
に
代
表
さ
れ
る
急
激
な
社

会
の
変
化
に
対
し
て
、職
業
に
関
係
な
く

一
定
の
Ｉ
Ｔ
知
識
が
必
要
と
な
る
こ
と

や
、国
内
の
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
不
足
解
消
に

よ
り
国
際
競
争
力
を
高
め
る
必
要
が
あ
る

こ
と
が
必
修
化
の
背
景
で
あ
る
。「
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
」を
身
に
付
け
る
た
め

の
教
育
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、子
供

た
ち
に
深
く
考
え
る
力
や
的
確
に
指
示
を

出
す
力
、論
理
的
な
思
考
力
が
身
に

つ
き
、将
来
、プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
だ
け

で
は
な
く
様
々
な
職
業
で
役
立
つ

こ
と
や
、国
内
の
Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー

の
向
上
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
彦
根
市
に
お
い
て
も
国
の
方
針

に
基
づ
き
、２
０
２
１
年
度
を「
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
活
用
元
年
」

と
位
置
付
け
て
現
在
準
備
を
進
め

て
い
る
。彦
根
市
教
育
委
員
会
に
お

い
て
は
、市
内
小
・中
学
校
の
全
員

分
と
な
る
９
８
３
３
台
の
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
の
配
備
や
、各
学
校
の
Ｌ

Ａ
Ｎ
整
備
、児
童
・生
徒
の
家
庭
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
整
え
る
た
め
の
モ
バ

イ
ル
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
ル
ー
タ
ー
貸
与
準
備
は
お

お
む
ね
完
了
し
、現
在
は
新
学
年
に
移
行

し
た
後
の
機
器
設
定
等
の
年
次
更
新
作
業

中
と
の
こ
と
で
あ
る（
４
月
22
日
現
在
）。

　
こ
れ
ま
で
の
紙
媒
体
・黒
板
を
使
っ
た

授
業
か
ら
、タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や
授
業
支

援
ソ
フ
ト
を
活
用
す
る
授
業
へ
の
子
ど
も

た
ち
の「
学
び
方
改
革
」に
よ
っ
て
、様
々

な
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。例
え
ば
、

「
一
斉
学
習
」に
お
い
て
写
真
等
の
拡
大
・

縮
小
や
画
面
へ
の
書
き
込
み
等
を
活
用
し

て
説
明
す
る
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
の
興

味
・関
心
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。ま

た
、双
方
向
型
で
一
人
ひ
と
り
の
考
え
を

把
握
で
き
、学
習
履
歴
を
確
認
し
、理
解
度

に
応
じ
て「
個
別
学
習
」の
可
能
性
も
広

げ
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、き
め
細
か
な

授
業
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。さ
ら
に
は
、

「
１
人
１
台
端
末
」の
活
用
に
よ
り
全
員
の

意
見
を
共
有
し
て
多
様
な
意
見
に
即
時
に

触
れ
な
が
ら
進
め
て
い
く
新
た
な
形
の

「
協
働
学
習
」も
可
能
に
な
る
。こ
の
よ
う

に
、子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
資
質
・

能
力
を
よ
り
確
実
に
引
き
出
す
効
果
が
期

待
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
彦
根
市
で
は
、今
年
度
の
５
月
を
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
学
習
の
試
行
期
間
、６
〜

７
月
を
活
用
初
期
、９
月
か
ら
は「
主
体

的
・対
話
的
で
深
い
学
び
」に
基
づ
く
学

び
や
授
業
で
の
活
用
期
、１
月
以
降
を
活

用
定
着
期
と
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
の
目

標
を
定
め
て
計
画
を
進
め
て
い
く
考
え

だ
。こ
の
計
画
を
進
め
る
た
め
に
は
、教
員

が
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や
授
業
支
援
ソ
フ
ト

の
取
り
扱
い
に
習
熟
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
る
。彦
根
市
で
は
各
学
校
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推

進
リ
ー
ダ
ー
の
教
員
を
中
心
に
研
修
を
行

う
こ
と
や
、民
間
の
専
門
家
で
あ
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
支
援
員
の
学
校
派
遣
等
に
よ
り
、全
て

の
教
員
が
授
業
に
お
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
い

こ
な
す
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
る
支
援
体
制

を
整
え
て
い
く
予
定
で
あ
る
。ま
た
、昨
年

度
か
ら
校
務
用
端
末
へ
の「
校
務
支
援
シ

ス
テ
ム
」の
導
入
を
進
め
て
お
り
、学
校
教

育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
よ
り
業
務
効
率
が
向
上

し
、教
員
の「
働
き
方
改
革
」に
つ
な
が
る

こ
と
へ
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
当
所
に
お
い
て
も
、地
元
大
学
と
連
携

し
、地
域
の
未
来
に
向
け
た
人
材
育
成
を

目
的
と
し
て
、市
内
小
学
生
を
対
象

と
し
た
Ｉ
Ｔ
教
育
事
業「
ひ
こ
ね
Ｋ

ｉ
ｄ
ｓ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
事
業
」を

実
施
し
、着
実
な
成
果
を
あ
げ
て
い

る
。小
学
校
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
育
の
必
修
化
を
受
け
、２
０

１
７
年
か
ら
短
期
集
中
型
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
Ｔｅ
ｃ
ｈ 

Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ 

Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ 

in 

彦
根
」を
開

催
。小
学
生
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
事
業
を
展
開
す
る
㈱
Ｃ
Ａ 

Ｔｅ
ｃ

ｈ 

Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
監
修
の
も
と
、学
習
用

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語「
Ｓ
ｃ
ｒ
ａ

ｔ
ｃ
ｈ
」で
オ
リ
ジ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
を

開
発
す
る
講
座
・世
界
的
人
気
ゲ
ー

ム「
マ
イ
ン
ク
ラ
フ
ト
」（
通
称
マ
イ
ク
ラ
）

の
世
界
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
体
験
す
る

初
級
・中
級
講
座
を
開
講
し
て
い
る
。指

導
者（
メ
ン
タ
ー
）は
滋
賀
大
学
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
学
部
の
学
生
が
務
め
、基
本

的
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
に
加
え
、最

終
日
に
は
学
ん
だ
成
果
を
ス
テ
ー
ジ
で
披

露
す
る
発
表
会
を
開
催
し
て
い
る
。

　
ま
た
、「
ジ
ュ
ニ
ア
Ｉ
Ｔ
ス
ク
ー
ル
」は
、

パ
ソ
コ
ン
に
興
味
を
持
つ
小
学
生
を
対

象
に
、継
続
的
に
学
べ
る
常
設
の
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
、２
０
１
９
年
10

月
に
開
講
。小
学
生
向
け
オ
ン
ラ
イ
ン
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
サ
ー
ビ
ス「
Ｑ
Ｕ
Ｒ

Ｅ
Ｏ（
キ
ュ
レ
オ
）」を
使
用
し
、少
人
数

制
で
、メ
ン
タ
ー
に
は
研
修
を
受
け
た
滋

賀
大
学
の
学
生
を
起
用
。受
講
者
は
、授

業
内
で
タ
イ
ピ
ン
グ
練
習
や
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
能
力
検
定
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

楽
し
く
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
概
念
を
学

ん
で
い
る
。

　
一
方
、彦
根
商
工
会
議
所
Ｉ
Ｔ
推
進
研

究
会
で
は
、よ
り
多
く
の
市
内
小
学
生
に

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、５
月
30
日
に
ビ

バ
シ
テ
ィ
彦
根
１
階
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
に

て「
ひ
こ
ね
Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

体
験
会
」の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。Ｑ
Ｕ

Ｒ
Ｅ
Ｏ
体
験
や
タ
イ
ピ
ン
グ
勝
負
、マ
イ

ク
ロ
ビ
ッ
ト
体
験
な
ど
随
時
参
加
型
の
イ

ベ
ン
ト
で
あ
る
。

　
更
に
、今
年
も
彦
根
の
小
学
生
を
対
象

に「
ひ
こ
ね
Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

コ
ン
テ
ス
ト
」の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、全
国
大
会「
Ｔ
ｅ
ｃ

ｈ 

Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ 

Ｇ
ｒ
ａ
ｎ
ｄ  

Ｐ
ｒ
ｉ
ｘ
」

（
２
０
１
８
年
よ
り
全
国
の
小
学
生
を
対

象
に
開
催
さ
れ
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

コ
ン
テ
ス
ト
）の
地
方
版
で
、コ
ン
テ
ス
ト

へ
の
参
加
は
、期
間
内（
７
月
１
日
〜
９

月
24
日
）に
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
エ
ン
ト
リ

ー
・作
品
提
出
を
行
う
。作
品
の
テ
ー
マ
・

ジ
ャ
ン
ル
は
自
由
、プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言

語
も
指
定
な
し
で
、子
供
た
ち
の
自
由
な

発
想
で
作
ら
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を

募
集
し
、優
秀
な
作
品
の
応
募
者
を
表
彰

す
る
。

　
当
所
で
は
、２
０
２
０
年
11
月
に
滋
賀

大
学
と
地
方
創
生
に
関
す
る
包
括
的
連
携

協
定
を
締
結
し
た
。地
域
の
未
来
に
向
け

た
地
元
経
済
界
と
滋
賀
大
学
の
連
携
強
化

を
目
的
と
す
る
も
の
で
、今
後
こ
の
協
定

を
契
機
に
、子
ど
も
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

室
や
寄
附
講
座「
世
界
遺
産
学
」、大
学
発

ベ
ン
チ
ャ
ー
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
に

加
え
て
、有
給
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
推

進
や
ア
ド
バ
ン
ス
Ａ
Ｉ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
材
や
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
共
同
開
発
等
を
推
進
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。次
世
代
の
人
材
育
成
を
見

据
え
た
、産
学
連
携
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

　
今
後
、企
業
な
ど
が
自
敷
地
内
と
い
う

限
ら
れ
た
エ
リ
ア
で
５
Ｇ
を
使
っ
た
通
信

環
境
を
構
築
し
て
活
用
す
る
ロ
ー
カ
ル
５

Ｇ（
ロ
ー
カ
ル
第
５
世
代
移
動
通
信
シ
ス

テ
ム
）の
普
及
に
よ
り
、Ｉ
ｏ
Ｔ
や
重
機
遠

隔
操
作
、ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
な
ど

を
可
能
と
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

が
進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。ま
た
、急
速

な
少
子
高
齢
化
に
よ
り
将
来
の
労
働
力
人

口
減
少
が
懸
念
さ
れ
る
と
同
時
に
、健
康

寿
命
が
延
び
る
こ
と
で「
人
生
１
０
０
年

時
代
」が
や
っ
て
く
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、全
て
の
人
に
開
か
れ
た

教
育
機
会
を
確
保
し
、い
く
つ
に
な
っ
て

も
学
び
直
し
が
で
き
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

に
つ
い
て
の
議
論
が
活
発
に
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
の
産
学
連
携
の
取
り
組
み
を
ジ

ュ
ニ
ア
世
代
・シ
ニ
ア
世
代
を
含
め
た
全

市
民
型
の
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築

に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
政
府
の
デ
ジ
タ
ル
庁
が
主
導
し
て
進
め

ら
れ
る
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）の
波
が
地
方
に
も
押
し

寄
せ
て
く
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。Ｄ
Ｘ

に
よ
り
生
産
性
を
向
上
さ
せ
、地
方
創
生

に
つ
な
げ
る
地
域
だ
け
が
生
き
残
る
こ
と

が
で
き
る
時
代
は
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
る
デ
ジ

タ
ル・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
受
け
た
世
代
が
、Ｄ

Ｘ
後
の
社
会
を
切
り
開
い
て
い
け
る
よ
う

当
所
会
頭
方
針
に
あ
る「
夢
と
未
来
を
語

れ
る
ひ
と
づ
く
り
」を
産
官
学
が
協
力
し
、

先
駆
的
な
取
り
組
み
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

彦
根
市
の
導
入
状
況

▶タブレット学習に取り組む様子

特集 GIGAスクール構想で加速する
オンライン教育
「夢と未来を語れるひとづくり」を目指す
産官学連携の取り組み
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新型コロナウイルスに関する緊急経済対策活用フロー
深刻化する新型コロナウイルスの感染症拡大という前例のない状況のもと、域内の中小企業者のみなさまの経営を強力にサポート
するため、国などの各種支援施策を、個々のニーズにあわせてご案内しています。日々更新されている行政の緊急経済対策ですが
中小企業向け支援策を３つのポイントに分けて紹介します（最新情報は当所ホームページをご覧ください）。

○新型コロナウイルス感染症特別貸付
https://www.jfc.go.jp/n/finance/search/covid_19
_m.html

借入をしたい 日本政策金融公庫へ

商工組合中央金庫へ

彦根商工会議所へ

特別利子補給制度
中小企業庁  中小企業 金融・給付金

TEL.0570-78-3183

彦根商工会議所へ

○マル経融資の金利引き下げ（通称：コロナ マル経）
https://www.jfc.go.jp/n/finance/search/kaizen
_m.html

○危機対応融資
https://www.shokochukin.co.jp/disaster/corona.
html

○セーフティネット資金（コロナ新規枠・コロナ借換枠）
https://www.pref.shiga.lg.jp/ippan/shigotosangy
ou/kigyou/317921.html

実質３年間
金利０％

受付申請開始！

中小企業生産性革命のポータルサイト
https://seisansei.smrj.go.jp

新分野展開や業態転換等による新たな挑戦を支援
●中小企業等事業再構築促進事業
https://jigyou-saikouchiku.jp
２次公募 5月10日頃～７月上旬（予定）

緊急事態宣言の再発令により影響を受けた県内中小企業等を支援
●新型コロナウイルス感染症対策経営力強化支援事業
　 【緊急枠】 Ａ：売上確保支援（補助金） 〈滋賀県〉
https://www.pref.shiga.lg.jp/ippan/shigotosang
you/syougyou/317708.html

事業承継・引継ぎを支援（まもなく公募）
●事業承継･引継ぎ補助金
詳しくは滋賀県事業引継ぎ支援センターへ
https://shiga-hikitsugi.jp/

通常枠　幅広い販路開拓に！
●小規模事業者持続化補助金（令和元年度補正）
上限50万円、補助率2/3で補助
https://r1.jizokukahojokin.info/
第5回受付 6月4日まで

新型コロナの影響を受けながらも雇用を維持
●雇用調整助成金の特例措置
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/buny
a/koyou_roudou/koyou/kyufukin/pageL07.html

国の一時支援金を受給した県内中小企業等が対象
●新型コロナウイルス感染症対策経営力強化支援事業
　【緊急枠】 Ｂ：一時支援金の上乗せ 〈滋賀県〉
https://www.pref.shiga.lg.jp/ippan/shigotosa
ngyou/syougyou/317708.html  　　9月下旬まで

事業縮小につき、従業員の他社出向によって雇用を維持
する事業主に助成
●産業雇用安定助成金
https://www.mhlw.go.jp/content/000733293.pdf

●緊急事態宣言の影響緩和に係る一時支援金
https://ichijishienkin.go.jp/

事業所休業中に賃金・休業手当がもらえなかった従業員にお金を給付
●新型コロナウイルス感染症対応休業支援金・給付金
　 ※従業員が要申請　※５月末まで延長
詳細 https://www.mhlw.go.jp/stf/kyugyoshienkin.html
申請 https://knwguest.kyuugyoushienkin.mhlw.go.jp/login

借入希望額が4,000万円以内で、伴走支援型特別保証を受けることができる場合

良質なテレワークを新規導入・実施することで効果を
あげた事業主を支援
●人材確保等支援助成金（テレワークコース）
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/
bunya/telework_zyosei_R3.html

ＩＴツール導入による業務効率化やテレワーク導入
等を支援
● IT導入補助金2021
https://www.it-hojo.jp/  １次申請締切 5月14日まで

機
会
と
捉
え
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い

返
済
不
要
の
お
金
は
あ
る
の
？

第2期 5月31日まで新製品・サービス開発や生産プロセス改善等を支援
●ものづくり補助金
https://portal.monodukuri-hojo.jp
公募期間：4/15（木）17時～5/13（木）17時

　
文
部
科
学
省
は
、２
０
１
９
年
12
月
に

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」を
発
表
し
た

（G
IG
A

：G
lobal and Innovation 

G
atew

ay for A
ll

／
す
べ
て
の
人
に
グ
ロ

ー
バ
ル
で
革
新
的
な
入
り
口
を
）。施
策
の
中

核
と
な
る
の
は
、全
国
の
小
中
学
校
の
児

童
・生
徒
へ
の「
１
人
１
台
」の
学
習
用
端

末
の
配
備
と
、高
速
大
容
量
の
学
校
内
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
一
体
的
な
整
備
だ
。

　
萩
生
田
光
一
文
部
科
学
大
臣
は
、１
人

１
台
端
末
環
境
は
、も
は
や
令
和
の
時
代

に
お
け
る
学
校
の「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」で
あ

り
、特
別
な
こ
と 

で
は
な
い
と
し
た
上

で
、「
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
の
整
備
は
手
段
で
あ
り
目
的
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。子
供
た
ち
が
変

化
を
前
向
き
に
受
け
止
め
、豊
か
な
創
造

性
を
備
え
、持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手

と
し
て
、予
測
不
可
能
な
未
来
社
会
を
自

立
的
に
生
き
、社
会
の
形
成
に
参
画
す
る

た
め
の
資
質
・能
力
を
一
層
確
実
に
育
成

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
」と
述
べ
て

い
る
。

　
当
初
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
で

は
、「
１
人
１
台
」は
２
０
２
３
年
度
ま
で

に
整
備
予
定
だ
っ
た
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
で
全
国
の
ほ
と
ん

ど
の
学
校
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
へ
の
移
行

が
急
務
に
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、「
１
人
１

台
端
末
」を
整
備
す
る
た
め
の
予
算
は
２

０
２
０
年
度
補
正
予
算
に
前
倒
し
さ
れ

た
。全
て
の
子
ど
も
が
家
庭
で
も
授
業
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
通
信
環

境
整
備
に
も
予
算
が
充
て
ら
れ
、学
校
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
を
技
術
的
に
支
援
す
る
専
門

知
識
を
持
っ
た「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
」を
配
置
す
る
費
用
も
盛
り
込

ま
れ
た
。

　
ま
た
、２
０
２
０
年
度
か
ら
小
学
校
で

は「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
」が
必
修
化

さ
れ
た
。Ａ
Ｉ
に
代
表
さ
れ
る
急
激
な
社

会
の
変
化
に
対
し
て
、職
業
に
関
係
な
く

一
定
の
Ｉ
Ｔ
知
識
が
必
要
と
な
る
こ
と

や
、国
内
の
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
不
足
解
消
に

よ
り
国
際
競
争
力
を
高
め
る
必
要
が
あ
る

こ
と
が
必
修
化
の
背
景
で
あ
る
。「
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
」を
身
に
付
け
る
た
め

の
教
育
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、子
供

た
ち
に
深
く
考
え
る
力
や
的
確
に
指
示
を

出
す
力
、論
理
的
な
思
考
力
が
身
に

つ
き
、将
来
、プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
だ
け

で
は
な
く
様
々
な
職
業
で
役
立
つ

こ
と
や
、国
内
の
Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー

の
向
上
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
彦
根
市
に
お
い
て
も
国
の
方
針

に
基
づ
き
、２
０
２
１
年
度
を「
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
活
用
元
年
」

と
位
置
付
け
て
現
在
準
備
を
進
め

て
い
る
。彦
根
市
教
育
委
員
会
に
お

い
て
は
、市
内
小
・中
学
校
の
全
員

分
と
な
る
９
８
３
３
台
の
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
の
配
備
や
、各
学
校
の
Ｌ

Ａ
Ｎ
整
備
、児
童
・生
徒
の
家
庭
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
整
え
る
た
め
の
モ
バ

イ
ル
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
ル
ー
タ
ー
貸
与
準
備
は
お

お
む
ね
完
了
し
、現
在
は
新
学
年
に
移
行

し
た
後
の
機
器
設
定
等
の
年
次
更
新
作
業

中
と
の
こ
と
で
あ
る（
４
月
22
日
現
在
）。

　
こ
れ
ま
で
の
紙
媒
体
・黒
板
を
使
っ
た

授
業
か
ら
、タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や
授
業
支

援
ソ
フ
ト
を
活
用
す
る
授
業
へ
の
子
ど
も

た
ち
の「
学
び
方
改
革
」に
よ
っ
て
、様
々

な
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。例
え
ば
、

「
一
斉
学
習
」に
お
い
て
写
真
等
の
拡
大
・

縮
小
や
画
面
へ
の
書
き
込
み
等
を
活
用
し

て
説
明
す
る
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
の
興

味
・関
心
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。ま

た
、双
方
向
型
で
一
人
ひ
と
り
の
考
え
を

把
握
で
き
、学
習
履
歴
を
確
認
し
、理
解
度

に
応
じ
て「
個
別
学
習
」の
可
能
性
も
広

げ
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、き
め
細
か
な

授
業
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。さ
ら
に
は
、

「
１
人
１
台
端
末
」の
活
用
に
よ
り
全
員
の

意
見
を
共
有
し
て
多
様
な
意
見
に
即
時
に

触
れ
な
が
ら
進
め
て
い
く
新
た
な
形
の

「
協
働
学
習
」も
可
能
に
な
る
。こ
の
よ
う

に
、子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
資
質
・

能
力
を
よ
り
確
実
に
引
き
出
す
効
果
が
期

待
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
彦
根
市
で
は
、今
年
度
の
５
月
を
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
学
習
の
試
行
期
間
、６
〜

７
月
を
活
用
初
期
、９
月
か
ら
は「
主
体

的
・対
話
的
で
深
い
学
び
」に
基
づ
く
学

び
や
授
業
で
の
活
用
期
、１
月
以
降
を
活

用
定
着
期
と
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
の
目

標
を
定
め
て
計
画
を
進
め
て
い
く
考
え

だ
。こ
の
計
画
を
進
め
る
た
め
に
は
、教
員

が
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や
授
業
支
援
ソ
フ
ト

の
取
り
扱
い
に
習
熟
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
る
。彦
根
市
で
は
各
学
校
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推

進
リ
ー
ダ
ー
の
教
員
を
中
心
に
研
修
を
行

う
こ
と
や
、民
間
の
専
門
家
で
あ
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
支
援
員
の
学
校
派
遣
等
に
よ
り
、全
て

の
教
員
が
授
業
に
お
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
い

こ
な
す
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
る
支
援
体
制

を
整
え
て
い
く
予
定
で
あ
る
。ま
た
、昨
年

度
か
ら
校
務
用
端
末
へ
の「
校
務
支
援
シ

ス
テ
ム
」の
導
入
を
進
め
て
お
り
、学
校
教

育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
よ
り
業
務
効
率
が
向
上

し
、教
員
の「
働
き
方
改
革
」に
つ
な
が
る

こ
と
へ
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
当
所
に
お
い
て
も
、地
元
大
学
と
連
携

し
、地
域
の
未
来
に
向
け
た
人
材
育
成
を

目
的
と
し
て
、市
内
小
学
生
を
対
象

と
し
た
Ｉ
Ｔ
教
育
事
業「
ひ
こ
ね
Ｋ

ｉ
ｄ
ｓ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
事
業
」を

実
施
し
、着
実
な
成
果
を
あ
げ
て
い

る
。小
学
校
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
育
の
必
修
化
を
受
け
、２
０

１
７
年
か
ら
短
期
集
中
型
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
Ｔｅ
ｃ
ｈ 

Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ 

Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ 

in 

彦
根
」を
開

催
。小
学
生
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
事
業
を
展
開
す
る
㈱
Ｃ
Ａ 

Ｔｅ
ｃ

ｈ 

Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
監
修
の
も
と
、学
習
用

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語「
Ｓ
ｃ
ｒ
ａ

ｔ
ｃ
ｈ
」で
オ
リ
ジ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
を

開
発
す
る
講
座
・世
界
的
人
気
ゲ
ー

ム「
マ
イ
ン
ク
ラ
フ
ト
」（
通
称
マ
イ
ク
ラ
）

の
世
界
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
体
験
す
る

初
級
・中
級
講
座
を
開
講
し
て
い
る
。指

導
者（
メ
ン
タ
ー
）は
滋
賀
大
学
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
学
部
の
学
生
が
務
め
、基
本

的
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
に
加
え
、最

終
日
に
は
学
ん
だ
成
果
を
ス
テ
ー
ジ
で
披

露
す
る
発
表
会
を
開
催
し
て
い
る
。

　
ま
た
、「
ジ
ュ
ニ
ア
Ｉ
Ｔ
ス
ク
ー
ル
」は
、

パ
ソ
コ
ン
に
興
味
を
持
つ
小
学
生
を
対

象
に
、継
続
的
に
学
べ
る
常
設
の
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
、２
０
１
９
年
10

月
に
開
講
。小
学
生
向
け
オ
ン
ラ
イ
ン
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
サ
ー
ビ
ス「
Ｑ
Ｕ
Ｒ

Ｅ
Ｏ（
キ
ュ
レ
オ
）」を
使
用
し
、少
人
数

制
で
、メ
ン
タ
ー
に
は
研
修
を
受
け
た
滋

賀
大
学
の
学
生
を
起
用
。受
講
者
は
、授

業
内
で
タ
イ
ピ
ン
グ
練
習
や
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
能
力
検
定
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

楽
し
く
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
概
念
を
学

ん
で
い
る
。

　
一
方
、彦
根
商
工
会
議
所
Ｉ
Ｔ
推
進
研

究
会
で
は
、よ
り
多
く
の
市
内
小
学
生
に

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、５
月
30
日
に
ビ

バ
シ
テ
ィ
彦
根
１
階
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
に

て「
ひ
こ
ね
Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

体
験
会
」の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。Ｑ
Ｕ

Ｒ
Ｅ
Ｏ
体
験
や
タ
イ
ピ
ン
グ
勝
負
、マ
イ

ク
ロ
ビ
ッ
ト
体
験
な
ど
随
時
参
加
型
の
イ

ベ
ン
ト
で
あ
る
。

　
更
に
、今
年
も
彦
根
の
小
学
生
を
対
象

に「
ひ
こ
ね
Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

コ
ン
テ
ス
ト
」の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、全
国
大
会「
Ｔ
ｅ
ｃ

ｈ 

Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ 

Ｇ
ｒ
ａ
ｎ
ｄ  

Ｐ
ｒ
ｉ
ｘ
」

（
２
０
１
８
年
よ
り
全
国
の
小
学
生
を
対

象
に
開
催
さ
れ
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

コ
ン
テ
ス
ト
）の
地
方
版
で
、コ
ン
テ
ス
ト

へ
の
参
加
は
、期
間
内（
７
月
１
日
〜
９

月
24
日
）に
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
エ
ン
ト
リ

ー
・作
品
提
出
を
行
う
。作
品
の
テ
ー
マ
・

ジ
ャ
ン
ル
は
自
由
、プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言

語
も
指
定
な
し
で
、子
供
た
ち
の
自
由
な

発
想
で
作
ら
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を

募
集
し
、優
秀
な
作
品
の
応
募
者
を
表
彰

す
る
。

　
当
所
で
は
、２
０
２
０
年
11
月
に
滋
賀

大
学
と
地
方
創
生
に
関
す
る
包
括
的
連
携

協
定
を
締
結
し
た
。地
域
の
未
来
に
向
け

た
地
元
経
済
界
と
滋
賀
大
学
の
連
携
強
化

を
目
的
と
す
る
も
の
で
、今
後
こ
の
協
定

を
契
機
に
、子
ど
も
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

室
や
寄
附
講
座「
世
界
遺
産
学
」、大
学
発

ベ
ン
チ
ャ
ー
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
に

加
え
て
、有
給
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
推

進
や
ア
ド
バ
ン
ス
Ａ
Ｉ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
材
や
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
共
同
開
発
等
を
推
進
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。次
世
代
の
人
材
育
成
を
見

据
え
た
、産
学
連
携
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

　
今
後
、企
業
な
ど
が
自
敷
地
内
と
い
う

限
ら
れ
た
エ
リ
ア
で
５
Ｇ
を
使
っ
た
通
信

環
境
を
構
築
し
て
活
用
す
る
ロ
ー
カ
ル
５

Ｇ（
ロ
ー
カ
ル
第
５
世
代
移
動
通
信
シ
ス

テ
ム
）の
普
及
に
よ
り
、Ｉ
ｏ
Ｔ
や
重
機
遠

隔
操
作
、ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
な
ど

を
可
能
と
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

が
進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。ま
た
、急
速

な
少
子
高
齢
化
に
よ
り
将
来
の
労
働
力
人

口
減
少
が
懸
念
さ
れ
る
と
同
時
に
、健
康

寿
命
が
延
び
る
こ
と
で「
人
生
１
０
０
年

時
代
」が
や
っ
て
く
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、全
て
の
人
に
開
か
れ
た

教
育
機
会
を
確
保
し
、い
く
つ
に
な
っ
て

も
学
び
直
し
が
で
き
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

に
つ
い
て
の
議
論
が
活
発
に
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
の
産
学
連
携
の
取
り
組
み
を
ジ

ュ
ニ
ア
世
代
・シ
ニ
ア
世
代
を
含
め
た
全

市
民
型
の
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築

に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
政
府
の
デ
ジ
タ
ル
庁
が
主
導
し
て
進
め

ら
れ
る
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）の
波
が
地
方
に
も
押
し

寄
せ
て
く
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。Ｄ
Ｘ

に
よ
り
生
産
性
を
向
上
さ
せ
、地
方
創
生

に
つ
な
げ
る
地
域
だ
け
が
生
き
残
る
こ
と

が
で
き
る
時
代
は
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
る
デ
ジ

タ
ル・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
受
け
た
世
代
が
、Ｄ

Ｘ
後
の
社
会
を
切
り
開
い
て
い
け
る
よ
う

当
所
会
頭
方
針
に
あ
る「
夢
と
未
来
を
語

れ
る
ひ
と
づ
く
り
」を
産
官
学
が
協
力
し
、

先
駆
的
な
取
り
組
み
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

彦
根
商
工
会
議
所
の

Ｉ
Ｔ
人
材
育
成
事
業

今
後
の
展
開

▶市内学校間をつなぐ遠隔通信の様子
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当
所
は
、３
月
４
日
、健
康
経

営
優
良
法
人
２
０
２
１（
中
小

規
模
法
人
部
門
）に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。健
康
経
営
優
良
法
人

認
定
制
度
と
は
、経
済
産
業
省

が
制
度
設
計
を
行
い
、日
本
健

康
会
議
が
認
定
す
る
制
度
で
、

健
康
経
営
に
取
り
組
む
優
良
な

法
人
を「
見
え
る
化
」す
る
こ
と

で
、従
業
員
や
求
職
者
、関
係
企

業
や
金
融
機
関
な
ど
か
ら「
従

業
員
の
健
康
管
理
を
経
営
的
な

視
点
で
考
え
、戦
略
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
法
人
」と
し
て
社

会
的
に
評
価
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。５
回

目
の
認
定
と
な
る
今
回
は
、大

規
模
法
人
部
門
に
１
７
９
８
法

人
が
、中
小
規
模
法
人
部
門
に

７
９
３
５
法
人
が
認
定
さ
れ
ま

し
た
。 R E P O R T &  I N F O R M A T I O N

R&I

※掲載を了承された事業所のみをご紹介します。（令和３年3月25日～ 4月23日　会員数1534件）

新入会員のご紹介　　                          ご入会ありがとうございます。
部会 事業所名 業種 代表者名 所在地

小売卸売業（雑貨販売） 中田　偉都美
女性用下着製造 森岡　安明

小売商業
化学・素材工業 ㈱サンライズファッション 彦根市元町2-24

はぴスマ 彦根市小泉町679
観光・サービス ネネ企画 サービス業 中嶋　羊子 彦根市旭町5-34
観光・サービス 居酒屋　小原 飲食業 小原　和子 彦根市河原2丁目6-15
観光・サービス 吉本祐太 デザイン業 吉本　祐太 彦根市高宮町1655-16
観光・サービス 話食家　てるちゃん 飲食業 平尾　光子 彦根市中央町4-2
観光・サービス キッチンパブ　人人 飲食業 北川　清美 彦根市河原2丁目5-1
観光・サービス 大阪ギョーザ天珉 飲食業 南浦　孝治 彦根市大藪町9
観光・サービス Beauty Salon Espoir 美容業（エステ） 末石　美都 彦根市南川瀬町1176
観光・サービス 創作居酒屋　蔵人 飲食業 小林　明和 彦根市南川瀬町1400-4
観光・サービス ㈱ホスピタソン ラーメンまこと屋彦根店 飲食店コンサルティング 勝田　耕司 彦根市長曽根南町458-1
観光・サービス スナックあかり 飲食業 山下　明美 彦根市河原2丁目6-8

滋賀労働局からのお知らせ

年度更新申告書の受付・相談会を開催いたしますので、ご利用ください。

労働保険年度更新手続期間
6月1日（火）～ 7月12日（月）

　労働保険（労災保険・雇用保険）の年度更新手続は、
2020年の確定保険料と2021年度の概算保険料・一般拠
出金（石綿健康被害救済法）を、自主的に申告・納付してい
ただく大変重要な手続です。
　最寄りの金融機関（銀行・郵便局）、労働基準監督署、ハ
ローワーク（申告のみ）、社会保険・労働保険徴収事務セン
ター（年金事務所内／申告のみ）、または滋賀労働局総務部
労働保険徴収室において早めにお済ませください。
　なお、労働保険料の申告・納付に関するお問い合わせは、
最寄りの労働基準監督署、公共職業安定所及び滋賀労働局
総務部労働保険徴収室までお願いします。

日　時 　７月１日(木)、７月５日（月）
　　 　　両日とも午前９時30分～午後４時
会　場 　彦根公共職業安定所
　　 　　彦根市西今町58-3　TEL.0749-22-2500

お問い合わせ
彦根労働基準監督署 TEL.0749-22-0654
滋賀労働局総務部労働保険徴収室 TEL.077-522-6520

経営者・従業員の皆さん
健康チェックをしましょう！

令和3年度会員健康診断のお知らせ（年1回実施）

受診料その他詳細については、
5月上旬までに会員の皆さまへご案内いたします。
ぜひともこの機会に受診ください。

問合せ：彦根商工会議所（TEL.22-4551）
申込締切　５月28日（金）

日　程  7月６日（火）・７日（水）・８日（木）・９日（金）
　　　  　 12日（月）・13日（火）・14日（水）
受付時間　8：30～11：30、13：00～15：00
場　　所　当所4階ホール他（彦根市中央町3-8）
定　　員　各日100名様限定
内 容 
・一般定期健康診断 ・胃部検診
・大腸がん検査（検便）
・眼底検査 ・血液オプション検査
・有機溶剤健康診断
・じん肺健康診断
※新型コロナ感染防止対策を徹底し実施します。
※胃部検診は7日・8日・9日・14日の午前のみの受診となります。

当
所「
ひ
こ
ね
Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
事
業
」が
日
商
表
彰
を
受
賞

　
日
本
商
工
会
議
所
は
、３
月

18
日
に
開
催
し
た
通
常
会
員
総

会
で
表
彰
を
行
い
、当
所
の「
ひ

こ
ね
Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
事
業
」が「
事
業
活
動
表
彰
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
本
事
業
は
、短
期
集
中
型
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ 

Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ 

Ｃ
Ａ
Ｍ

Ｐ 

in 

彦
根
」や
、２
０
１
９
年

に
彦
根
商
工
会
議
所
会
館
で
開

校
し
た「
ジ
ュ
ニ
ア
Ｉ
Ｔ
ス
ク

ー
ル
」、「
ひ
こ
ね
Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
〜

＃
未
来
を
ツ
ク
れ
！
ひ
こ
ね

ク
リ
エ
イ
タ
ー
〜
」な
ど
、地
元

大
学
と
の
連
携
の
も
と
、様
々

な
世
代
が
結
び
つ
い
た
人
材
育

成
を
通
し
て
地
域
未
来
の
創
造

を
図
る
と
い
う
明
確
な
ビ
ジ
ョ

ン
と
、産
学
官
連
携
の
融
合
に

着
実
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
こ

と
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

（
１
〜
２
ペ
ー
ジ
特
集
記
事
参
照
）

当
所
が「
健
康
経
営
優
良
法
人
」に

認
定
さ
れ
ま
し
た

会
議
・
行
事 

開
催
報
告

ー
常
議
員
会
ー

彦
根
プ
レ
ミ
ア
ム
塾「
彦
根
ヒ
ス
ト
リ
ア
講
座
」を
開
催

新
入
会
員
16
事
業
所
を
承
認

　
３
月
17
日
、彦
根
ヒ
ス
ト
リ
ア
講

座
を「
神
に
な
れ
な
か
っ
た
近
江
の

強
者
た
ち 

彦
根
の
武
将
の
章
〜
百

々
氏
・
田
付
氏
・
本
庄
氏
〜
」と
題
し

て
開
催
し
、68
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

　
今
回
の
シ
リ
ー
ズ
は
、①
上
方
講

談
師
の
旭
堂
南
海
師
に
よ
る
武
将
を

テ
ー
マ
に
し
た
講
談
、②
柏
原
宿
歴

史
館
館
長
の
谷
口
徹
氏
に
よ
る
彦
根

の
武
将
に
つ
い
て
の
講
演
、③
滋
賀

大
学
経
済
学
部
教
授
の
小
野
善
生
氏

に
よ
る
武
将
た
ち
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
分
析

の
三
部
構
成
で
開
催
。近
江
の
武
将

を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
、専
門
家
に

よ
る
多
く
の
史
料
に
基
づ
い
た
分
か

り
易
い
解
説
に
よ
り
、彦
根
に
ゆ
か

り
の
あ
る
武
将
た
ち
が
地
の
利
を
活

か
し
て
天
下
人
た
ち
を
陰
で
支
え
て

い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
ヒ
ス
ト
リ
ア
講
座
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
感
染
防
止
対
策

を
講
じ
な
が
ら
、２
回
の
延
期
、ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
組
み
直
し
を
経
て
、全

６
講
を
延
べ
４
７
５
人
の
参
加
に
よ

り
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
４
月
度
常
議
員
会
は
４
月
23
日
、当

所
４
階
会
議
室
に
て
常
議
員
19
人
、小

出
会
頭
、夏
原
・
上
田
・
木
川
・
橋
本
副

会
頭
、志
賀
谷
専
務
理
事
、小
川
事
務

局
長
ら
が
出
席
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
冒
頭
に
会
頭
が
挨
拶
の
後
、橋
本
副

会
頭
が
議
長
と
な
り
、議
案（
１
）新

入
会
員
16
件
の
承
認
に
つ
い
て
、原
案

通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
報
告
事
項
と
し
て
、経
営
改
善
普
及

事
業
発
足
60
周
年
記
念
表
彰
に
つ
い

て
、職
員
に
表
彰
状
の
伝
達
が
あ
り
ま

し
た
。部
会
・
委
員
会
・
研
究
会
活
動

に
つ
い
て
、Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
遠
隔
操

作
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
兼

ね
て
、報
告
を
し
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、話
題
提
供
と
し
て
、国

立
大
学
法
人
滋
賀
大
学
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
学
部・姫
野
哲
人
准
教
授
よ
り
、

「
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
か
ら
見
た
地
域
経
済
循

環
分
析
」と
題
し
て
、講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。講
演
で
は
、様
々
な
デ
ー

タ
を
可
視
化
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

「
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
」と「
Ｖ-

Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
」

の
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
や
、各
種
デ
ー
タ

の
分
析
事
例
を
紹
介
。デ
ー
タ
分
析

の
初
心
者
で
も
地
域
の
現
状
を
把
握

し
た
り
、意
味
の
あ
る
知
見
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
説
明
さ
れ
ま

し
た
。

▶Tech Kids CAMP in  彦根の様子

▶講師の姫野准教授 ▶小出会頭の挨拶

人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー
②「
メ
ン
タ
リ
ス
ト
に

学
ぶ
究
極
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
」

３
月
18
日　
当
所
に
て

Ｇ
Ａ
Ｔ
彦
根
例
会

３
月
23
日　
当
所
に
て

正
副
会
頭
会
議

３
月
24
日　
当
所
に
て

通
常
議
員
総
会

３
月
24
日　
当
所
に
て

第
33
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

３
月
27
日　
彦
根
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て

体
感
国
宝
彦
根
城
ア
プ
リ
お
披
露
目
体
験
会

４
月
８
日　
彦
根
城
に
て

新
入
社
員
研
修
会

４
月
13
〜
15
日　
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

新
入
社
員
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

４
月
16
日　
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

▶ソーシャルディスタンスをとった会場風景
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YEG May.2021青年部通信
小さな一歩の積み重ね　～Keep going YEG～

　平素より、青年部活動にご支援・ご協力を
賜り誠にありがとうございます。
　令和３年度彦根商工会議所青年部（ＹＥ
Ｇ）の会長を拝命いたしました瀧圭介と申し
ます。
　今年度の彦根YEGは80名を超えるメン
バーで活動をスタートしており、スローガンに

中小企業相談所からのお知らせ 詳しくは彦根商工会議所 TEL.0749-22-4551まで
お気軽にお問い合せください。

その他、海外市場の調査や貿易実務のオンライン
講座など、様々なサービスをご用意しております。
まずは、お気軽にジェトロ滋賀までお問い合わせ
ください。

ジェトロ滋賀 0749-21-2450
SIG@jetro.go.jp

ジェトロ滋賀からのご案内

ジェトロでは海外ビジネスの
総合支援を行っています

新型コロナウイルス感染症への
対応を踏まえた
障害者の雇用確保・維持について

対象者
海外ビジネスに取り組もうとする方
支援内容
ジェトロでは、貿易・投資の振興に関する総合的なサービス
を行っています。
▶貿易相談
輸出入や海外進出の実務のご相談に対して、経験豊富なアド
バイザーが回答します。ジェトロでは、年間数万件の御相談
をいただいております。
▶セミナー・研究会の開催
県内事業者様のニーズに合った、テーマ別セミナー、貿易実務
講座などを企画して開催します。
▶商談会・バイヤー招聘の実施
海外からバイヤーを招き、県内事業者様との商談会を企画し
て開催します。

海外約70カ所以上、国内約50カ所のネットワークをフルに活
用し、海外ビジネス情報の提供、中堅・中小企業等の海外展開
支援、対日投資の促進などに取り組んでいます。

「小さな一歩の積み重ね ～Keep going 
YEG～」を掲げさせていただきました。
　まずは最初の一歩である参加・参画するこ
とからやってみよう。少しずつ小さな階段を上
る、その小さな積み重ねが、地域や自社・自身
を成長させます。振り返った時に、あの時の一
歩が今に繋がってると喜べるように、青年部
としても歩みを止めず、進んでいきたいと思
います。
　また、昨年度から猛威を振るう新型コロナ
ウイルスの影響により、今までは当たり前だ
と感じていた人と会うことや行動を共にする
事等に改めて感謝する機会を得ました。
　昨年度はオンラインやWEB配信による例
会等の開催など、今までにない新しい取り組
みを行いました。コロナ禍において「やめてお
こう」という選択肢よりも「どのようにできる

か」を一緒に考える、過去は参考に未来に向
けてどう進んでいくか。その道を一緒に考え、
行動する仲間がたくさんいることが彦根
YEGの強みであると思います。
　令和４年度は彦根YEGが創立40周年を
迎える年になります。地域の皆様や諸先輩方
が築き上げてこられた歴史であり誇りであり
ます。また諸先輩方がより誇れるように、そし
て現役メンバーも在籍していることを自慢で
きるような団体でありたいと思っております。
　地域経済を若い力で牽引し、次代への先
導者として輝く彦根YEGとして、更なる活躍
が求められていると思います。その期待に応
えられるよう、全員で歩みを止めず、進んでい
きたいと思いますので、皆様方のご指導ご鞭
撻のほどよろしくお願いいたします。
　　　　　　　　  　㈲滋賀飲料　瀧  圭介

　滋賀県内の民間企業における障害者雇用については、令和2年6
月1日現在で、実雇用率2.29％となりましたが、法定雇用率を達成
している企業の割合は56.2％と、半数近くの企業で未達成となって
いる状況です。
　また、令和3年3月1日から、法定雇用率が2.2％から2.3％に引き
上げられ、対象となる事業主の範囲も従業員45.5人以上から43.5
人に広がりました。
　本県と致しましては、更なる障害者雇用の促進を図るため、労働、
教育、福祉をはじめとする県関係部局および滋賀労働局で組織する
「滋賀県障害者雇用対策本部」において、一体的かつ総合的な取組を
進めているところです。
　しかしながら、新型コロナウイルス感染症の影響により、勤務時
間の短縮や休業による自宅待機の状況が継続的に発生しているこ
とから、今後の生活や就労の継続に不安を抱いている障害者が多い
と思われます。こうした厳しい雇用情勢の中、国では、雇用調整助成
金の特例措置を拡大するなど、雇用の下支えに努めております。
　さらに法定雇用率の引上げを見据え、新規の求人を募集する事業
所もあるなど、採用意欲の高まりも見られることから、県において
は、障害者の就労体験（トライワーク）の活用等を通して、雇用の拡
大に向けた支援を行っているところです。
　企業の皆様には、障害者雇用の促進と安定に、これまでも御尽力
を賜っておりますが、一人でも多くの障害者が、その希望と能力に
応じて多様な働く場に参画し、力を発揮できる環境づくりを進めて
いくため、障害者の一層の雇用促進と定着に向けた取組を促進して
いただきますようお願い申し上げます。

滋賀県障害者雇用対策本部

　「事業承継」は日本の多くの中小企業が抱える問題ですが、事業承継を契機に事業を見直し、生産性を高める取り組みにチャレンジ
する機会でもあります。そのための「前向きな投資」に補助金制度を活用されてはいかがでしょうか。

事業承継の必要性

事業承継を契機とした新たな取組

　2021年版中小企業白書概要によると、中小企業の経営者
の平均年齢の推移を見ると、2009年には59.6歳だったが、
2019年には62.2歳となっており、経営者年齢の高齢化が進ん
でいることが分かります。そんな中、コロナ感染症の影響もあ
り、2020年の廃業件数は過去最多となりました。
　こうした中で、地域社会ひいては日本経済を維持・発展させ
るためには、新たな経営の担い手の参入や、有用な事業・経営資
源を次世代に引き継ぐことが重要になっています。

　一方で事業承継は、新たな取り組みを始めるチャンスです。
事業承継後に販路開拓や新製品・新サービスの開発などの再構
築など新たな取り組みにチャレンジする企業は多く、「新たな
日常への対応」を含め、企業の成長・発展を促していくために
も事業承継を推進することは重要です。
　国の施策においても、事業承継・引継ぎを契機とした経営革
新に挑戦する中小企業を後押しするため補助金等を措置し、承
継等を機縁とした成長促進を強力に支援するとしています（出
所：「令和2年度第３次補正予算」及び「令和３年度当初予算」等について）。

事業承継に伴う新たな取り組みに活用できる補助金
　経営資源が乏しい中小企業・小規模事業者が新たな取り組みを行う場合、資金調達は最大の問題ですが、補助金を活用することでその
負担を下げることができ、思い切った取り組みも可能となります。
　また補助金を申請する際には事業計画を提出することが求められます。特に「ものづくり補助金」や「事業再構築補助金」のように補
助金額が大きい補助金の場合、かなり詳細にかつ長期間（５年程度）に及ぶ事業計画を作成し、生産性が向上することを示さなければな
りません。補助金を活用することは、事業承継に際し、今後取り組むべき経営の計画を立てる機会になり、企業の持続的成長の基盤とな
ります。補助金申請や事業計画を作成される場合は、商工会議所でもご相談に応じますので、ご一報ください。

出所：中小企業庁「2021年版中小企業白書・小規模企業白書概要」（令和3年４月）

出所：中小企業庁「2021年版中小企業白書・小規模企業白書概要」（令和3年４月）

出所：中小企業庁「小規模企業白書2016年版」
　　   事例3-2-4より抜粋

▶株式会社門間箪笥店は、明治5年（1872
年）に伊達藩の御用職人だった門間民三
郎氏によって創業され、以来、日本の伝統
工芸品である仙台箪笥の製造に従事し、技
能を承継しながら事業を発展させてきた。

▶7代目に当たる代表取締役専務の門間一
泰氏は、箪笥の国内市場が縮小傾向にある
ことに憂いを感じ、海外市場に目を向ける
ようになった。海外の展示会に積極的に
出展したが、渡航費や運送費など多額の費
用がかかるため、中小企業庁の補助金制度
を有効活用し費用を捻出した。

▶香港やアメリカでの展示会を通じ海外で
の仙台箪笥の愛好家が徐々に増えており、
今後は海外での売上が３～４割程度まで
増加する見込みである。

【事例】門間箪笥店（宮城県仙台市）

経済産業省の補助金を活用し、
海外の展示会に積極的に出展

出所：おもな補助金のみ抜粋して作成。
　　   各々の詳細・公募期間などは、公募要領でご確認ください。

補助金名 内容・＜主な補助対象経費＞ 補助金・補助率

小規模事業者
持続化補助金

ものづくり補助金

IＴ導入補助金

事業再構築補助金

事業承継・
引継ぎ補助金

小規模事業者等が取り組む販路開拓を支援
新型コロナウイルス感染症の感染防止と事業
継続を両立させる取組に対し特別枠を設置
く機械装置等費、広報費、展示会等出展費 〉

【一般型】 
補助率： 2/3
補助上限額：50万円
【低感染リスク型ビジネス枠】
補助率：3/4
補助上限枠：100万円

【一般枠 】 （小規模企業者）
補助率：2/3
補助上限額：1,000万円

【適常枠】
補助率：1/2
補助上限額：450万円

【通常枠】
補助率：2/3
補助額：100万円
　　　　 ～ 6,000万円

【経営者交代型】
補助率：2/3
補助上限額：400万円

革新的サー ビス・生産プロセス改善を支援
く機械装置・システム構築費、技術導入費 〉

IＴツー ルを導入する経費の一部を補助
くソフトウエア費、導入関連費 〉

企業の思い切った事業再構築を支援
く建物費、機械装置・システム構築費、販促費 〉

事業承継を契機に経営革新に挑戦する企業を支援
く設備投資・販路開拓費用 〉

詳しくは↑
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地域経済データ 雇用DIは３四半期ぶりのマイナス水準
　湖東地域のその他のＤI項目をみると、売上ＤIは－39と前

回（－47）から8ポイント上昇し、マイナス幅は縮小するも、

依然低水準が続いている。３カ月後（４－６月期）は－34で、

マイナス幅は縮小する見通し。経常利益ＤI（－47→－33）は

マイナス幅が縮小するも、依然低水準が続いている。製・商

品の在庫ＤＩ（－13→＋12）は25ポイント上昇し、２四半期

ぶりに「過剰感」がでてきた。販売価格ＤI（－６→＋２）は８

ポイント上昇、仕入価格ＤI（＋28→＋14）は14ポイント低下

した。生産・営業用設備ＤI（＋６→＋７）は１ポイント上昇。

雇用人員ＤIは－27で前回（＋６）から33ポイント低下し、３

四半期ぶりに「不足感」がでてきた（図表４）。

湖東地域の前年同期を100とした売上高は
県全体を上回る
　前年同期を100とした20年10－12月期（確定分）の売上高

をみると、湖東地域は92.4で、県全体（90.7）より1.7ポイント高

い。地域別にみると、甲賀地域（94.5）、湖北地域（93.3）、南部地

域（90.9）は県全体より高く、東近江地域（89.4）、大津地域

（87.4）、湖西地域（87.4）は県全体より低い。湖東地域は全体で

３番目の水準となったものの、前年同期水準までの売上回復

には至ってない。

　１－３月期の見込みは、県全体が94.8で4.1ポイント上昇も、

湖東地域は85.9で6.5ポイント低下する見通しである（図表５）。

20年度の正社員採用、３割超で新型コロナ
の「マイナス影響あり」
　今回、特別項目として「雇用や人材確保・育成について」の調

査を実施した（湖東地域の回答数：45社）。

　2020年度の正社員（新卒・中途採用含む）の採用活動につい

て、新型コロナの影響をたずねた。採用活動を行った(行ってい

る)企業のみ（30社）で集計したところ、湖東地域では「特に影

響はなかった」が56.7％で最も高くなった。「マイナスの影響が

あった」は33.3％で、７地域中、湖西地域（37.5％）に次いで高く

なった（図表６）。

　20年度の採用予定人数（正社員、非正社員とも）に対して、

３月末までにどの程度の達成を見込んでいるかをたずねた。

湖東地域は「100％または100％以上」（30.8％）が最も高く、次

いで「75％～100％未満」（23.1％）となった。一方で、50％未満

を合計すると30.8％と、湖北地域（46.7％）、南部地域（30.9％）

に次いで３番目に高くなった（図表７）。

　21年度（2021年４月～22年３月）の正社員（新卒・中途採用

含む）の採用計画についてたずねた。湖東地域は「採用予定あ

り」が61.4％と、湖北地域（62.9％）、大津地域（61.5％）に次いで

３番目に高くなったものの、地域間で大きな差はなかった。

　前問で「採用予定あり」と回答した企業に、20年度と比較し

た採用数の増減（見込み含む）をたずねたところ、湖東地域は

「増やす（見込み含む）」が55.6％と唯一５割を超え、７地域中

で最も高くなった。また、「減らす（見込み含む）」は3.7％と、

最も低くなった（図表８）。

湖東地域は横ばいで推移
水準は県全体より低い
　今回の調査期間（2021年１－３月期）での湖東地域の自社

の業況判断ＤIは－47で、前回（20年10－12期）の－47から

横ばいで推移し、４四半期連続で－45以下という低水準が続

いている。県全体（－38→－38）も横ばいで推移しており、湖

東地域の水準（－47）は県全体（－38）より低かった。地域別

にみると、南部地域（－31→－25）、甲賀地域（－30→－24）、

湖北地域（－62→－44）でマイナス幅が縮小、大津地域（－33

→－45）、東近江地域（－34→－44）、湖西地域（－39→－53）

ではマイナス幅が拡大した（図表１、図表２）。

　業況判断の個別コメントをみると、非製造業の一部で「点

検の受注が増えた」などの良好な意見がみられたが、依然多

くの企業で「新型コロナウイルス感染症（以下、新型コロナ）

の影響による売上減少」などの厳しい意見がみられた。

　３カ月後（４－６月期）は１ポイント低下の－48となる見

通しを示した。県内他地域では、大津地域、南部地域、湖西地

域でマイナス幅が拡大、東近江地域、甲賀地域、湖北地域でマ

イナス幅が縮小する見通しである（図表２）。

湖東地域の業況判断DI は、県全体に比べて
製造業では10ポイント、非製造業では８ポイ
ント低い
　県全体の業況判断ＤIを業種別にみると、製造業は、前回の

－49から２ポイント低下の－51となり、マイナス幅はさら

に拡大し、９四半期連続のマイナス水準となっている。一般

機械（－40→－33）、その他の製造業（－52→－38）などはマ

イナス幅が縮小、化学（－50→－78）、食料品（－56→－67）、

金属製品（－19→－55）などはマイナス幅が拡大した。

　非製造業は、前回の－30から１ポイント上昇の－29とな

り、マイナス幅はやや縮小したものの、６四半期連続のマイ

ナス水準となっている。その他の非製造業（－27→－14）は

マイナス幅が縮小、運輸・通信（－33→－38）、サービス（－31

→－47）などはマイナス幅が拡大した。卸売（－55→－43）

などはマイナス幅が縮小も、低水準が続いている（図表３）。

　湖東地域の業況判断ＤIを業種別にみると、製造業は－61

で前回の－54から７ポイント低下、非製造業は－37で前回

の－43から６ポイント上昇した。いずれも水準は県全体（そ

れぞれ－51、－29）より低かった（図表３、図表４）。

しがぎん経済文化センター「滋賀県内企業動向調査」より

湖東地域の景況感は－47で横ばい、４四半期連続の低水準
　㈱滋賀銀行のシンクタンクである㈱しがぎん経済文化センタ－では、四半期ごとに「滋賀県内企業動向調査」を実施
している。今回「2021年第1四半期（１－３月期）」の調査では、897社を対象に345社から回答を得た。このうち、湖
東地域（彦根市・愛荘町・豊郷町・甲良町・多賀町）からの回答は45社だった。

図表３　自社の業況判断ＤＩ項目（県全体、業種別）
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図表４　その他のＤＩ項目（湖東地域）

※（　）内の数値は前回調査時点での1-3月期の見通し

※（　）内の数値は前回調査時点での10 -12月期の見通し

20年
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図表５　前年同期を100とした売上高（地域別）
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（寄稿：㈱しがぎん経済文化センター）

・質問の「プラスの選択肢（良い・増加・上昇）の回答割合」から「マイナスの選択肢（悪
い・減少・ 不足）の回答割合」を引いた指数。  ・各項目の水準や方向性を示す。

【分析方法】ＤＩ（ディフュージョン・インデックス）
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図表２ 自社の業況判断ＤＩ（地域別）
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図表６ 新型コロナの採用活動への影響［正社員］（地域別）
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図表７ 2020年度の採用予定人数に対する達成度（地域別）

0% １％～25％未満 25％～50％未満 50％～75％未満 75％～100％未満 100％または100％以上

回答数が５社以下のため非表示 50％未満

 

 
 

41.8

25.0

49.0

42.9

45.8

55.6

36.4

36.4

50.2

62.5

42.9

46.4

50.0

40.7

54.5

63.6

8.0

12.5

8.2

10.7

4.2

3.7

9.1

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=201）

大津（n=40）

南部（n=49）

東近江（n=28）

甲賀（n=24）

湖東（n=27）

湖北（n=22）

湖西（n=11）

図表８ 2020年度と比較した採用数の増減［正社員］（地域別）

増やす（見込み含む） 変わらない（見込み含む） 減らす（見込み含む）
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5 月 イベ ントガイド （ 2021年４月30日 時点 ）

特別公開
「国宝・彦根屛風」
▶開催中～５／16（日）
　8：30～17：00（入館は16：30まで）
▶彦根城博物館
近世初期風俗画の傑作「彦根屛風」。舞
台は江戸時代、寛永年間（1624～44）頃
の京の遊里と考えられています。小袖や
髷、煙管や洋犬などの華やかな風俗、毛
筋の一本一本に至るまで表現する緻密
な筆致、金地を背景とする洗練された構
図、琴棋書画や謡曲「芭蕉」など、機知あ
ふれる「見立て」、全体を覆う静寂など、
多様な魅力にあふれる世界を堪能くだ
さい。
彦根城博物館 TEL.22-6100
https://hikone-castle-museum.jp

特集展示
「井伊家と近代彦根」
▶開催中～６／14（月）＊6/8（火）は休館
　8：30～17：00（入館は16：30まで）
▶彦根城博物館
学校創立への資金協力など、大名から華族
となった近代の井伊家が東京を本拠とした
後に行った、彦根での諸活動を紹介します。
彦根城博物館 TEL.22-6100
https://hikone-castle-museum.jp

ひこねで朝市
▶５／16（日） ８：00～ 12：００
▶護国神社 ＊朝市専用無料駐車場あり
「滋賀・彦根こだわりもの、たのしいもの」
新鮮野菜・豆腐、湖魚・和洋菓子、惣菜、
植物、手作り雑貨など、地産地消こだわ
りの品 が々並びます！

ひこねで朝市実行委員会 TEL.24-4461
https://ameblo.jp/hikonede-asaichi/

井伊家ゆかりの社寺
めぐり
▶開催中
▶参加社寺 井伊家ゆかりの13社寺
大師寺、千代神社、彦根大仏 済福寺、宗
安寺、北野神社、埋木舎、滋賀縣護国神
社、大洞弁財天 長寿院、龍潭寺、多賀大
社、金毘羅宮 慈眼寺、青岸寺、圓常寺
ゆったりとした時の流れを感じるひとと
き。今も昔も人々は、神仏に願いや安らぎ
を求め訪れます。彦根には歴史的に井伊
家・彦根藩とゆかりのある社寺が多くあ
ります。それぞれの歴史に思いを馳せな
がら願いごと。また社寺の催事に併せ茶
会・花展を開催します。専用のご朱印帳
を片手に、十参社寺を巡ってみませんか。

▶ご朱印帳1冊 1,200円
　朱印料 各300円
▶販売場所 各社寺（一部を除く）、彦
　根市観光案内所、観光センター、彦
　根観光協会等
（公社）彦根観光協会TEL.23-0001
https://www.hikoneshi.com

５月もひこにゃん
毎日登場！
彦根城博物館前（冠木門）や四番町ス
クエア広場などに登場します。
ひこにゃんのスケジュールは随時ホーム
ページをご確認ください。感染症対策の
ため、握手など「ひこにゃん」が皆様と直接
ふれあうことは控えさせていただいており
ます。ご理解・ご協力をお願いいたします。
彦根市文化財課 TEL.26-5833
https://hikone-hikonyan.jp

彦根市職員用パソコンに広告を掲載しませんか？

掲載期間
2021年4月から2022年3月までの掲載分の広告を月別に募集
します。
掲載方法
●パソコンの起動時 、全画面表示で広告を一定時間（15秒）表
示します。
●1か月に最大4枠までとします。月内に複数の広告の申込が
ある場合は、1種類をランダムで拡大表示します。（拡大表示対
象外となった広告についても、縮小された広告を表示し、該当広
告を選択することにより拡大表示されます。）
●1か月に20日間職員がパソコンにログインしたとすると、1か
月あたり最大で 22,000回広告が表示されることになります。
1,100台×1回×20日
掲載料金　月額 10,000円 （消費税、地方消費税含む）

問い合わせ先
彦根市役所企画振興部情報政策課 
TEL.0749-30-6104

合格
率
UP
!

第44回

2021

7 4
SUN.

オンライン受検対策講座開講
受講料
無料

Zoomウェブセミナー
3級・4級コース
　　　　　  13：00～14：30
2級コース　15：00～17：00

大塚 正博氏
NPO法人 世界遺産アカデミー認定講師

日　時

内　容

講　師

2021年6月5日（土）

・学習ポイント、出題傾向
・彦根城の世界遺産登録に向けて
  （現状と今後の展望）

オンライン講座 第2講 受検対策講座

5月25日（火）までに事前申込み
お申込みはこちら→

ご登録いただいたメールアドレスに講座資料と詳細案内
をお送りします（5月28日送信予定）

＊メール・FAXによる申込みの場合は、下記までお問合せください。お申込み・お問合せ

彦根商工会議所 彦根市中央町 3-8 ● TEL.22-4551● FAX.26-2730 ● E-mail info@hikone-cci.or.jp
9：00～17：00（土日・祝日除く）

受検対策講座の3級・４級コースは、合同で行います。資料は共通と
なりますが、解説でそれぞれご説明します。
※受講対象者  滋賀県民、滋賀県内の小・中・高・大学に在学する学生、滋賀
　　　　　　　   県内の事業所に勤務する方
※定員　各講座100名（定員になり次第、締め切らせていただきます）
※各級の公式テキストを事前にご準備ください

世界遺産検定の学習は、公式テキストおよび過去問題集で進
めていただくのが基本ですが、受検対策講座を聴講いただく
と学習ポイントがわかり、効果的に学習できます。

画像の規格
大きさ…横800ピクセル、縦600ピクセル
ファイル形式…JPEG形式／データ容量…300キロバイト以下

彦根市では、新たな財源確保のため、職員用パソコン（約1,100台）に表示される広告を募集しています。
「企業のＰＲ」、「イベント・キャンペーン告知」、「販売促進活動」など、市職員へのＰＲにぜひご活用ください。

詳しくは、ホームページに掲載していますのでご確認ください。
https://www.city.hikone.lg.jp/kakuka/
kikakushinko/5/16517.html 

【彦根事務所】彦根市平田町 410-6 ／e-mail : info@ootuji.com
TEL 0749-23-6412　FAX 0749-23-6133

事
業
継
承

Ｍ
＆
Ａ
・

随時予約受付中 初めてのご利用の方に限りお1人様1時間のみの
相談とさせていただきます

TKC全国会 大辻税理士法人 担当税理士 大辻 正樹
田井 尊之

M&A・事業継承 無料相談会

琵琶湖知財事務所
彦根市大東町7-10  セトルタワー彦根207号
彦根駅西口より徒歩４分（20階建てタワマン）
電話080-7028-7486 ファックス0749-26-4657

https://www.biwakoip.com
所長弁理士・彦根
商工会議所会員
  西尾  務↑TM6321298

知財相談（ZOOMなどでも）原則1時間無料
大歓迎・素見（ひやかし）も、要予約・タイム
スタンプ  1回250円お試し無料（HP参照）

琵琶湖を世界一きれいにする技術を支援します。

メール→

　滋賀県と彦根市は2024年度の彦根城の世界遺産登録に向け
て、登録のために必要な推薦書原案・包括的保存管理計画の原案
を3月31日に文化庁へ提出した。
　彦根城の世界遺産に向けての課題はすでに登録されている姫
路城との差別化だが、それを解決するには外国人でも理解できる
「顕著な普遍的価値」を証明する必要がある。推薦書原案ではその
「顕著な普遍的価値の言明」と題して論述。「江戸時代の日本の政
治体制が幕府と藩によって、全国規模で政治の仕組みが標準化。
統治権を持つ幕府が地方の藩に一定の領域を与え、藩が領域内で
自立した権限と財源を持ち、大名を頂点とする階層構造によって一
元的・集約的に統治していた」と解説している。
　また、全国の藩の拠点だった城を「建築土木装置」と名付け「彦
根城がモデルの一つとなって、建築土木装置が標準化され、日本
独特の政治体制が実現した」「彦根城は17世紀から19世紀半ばの
政治拠点だった建築土木装置の構造・機能を表す、最もよく保存
された見本である」と主張している。

Road to World Heritage

彦根城は「建築土木装置のモデル」
3年後の登録目指す!!

世界遺産への道

　包括的保存管理計画は彦根城内の各史跡を保存整備するため
の内容で、今回が初めての提出となった。
　今後のスケジュールとして、今年度は文化庁の文化審議会世界
文化遺産部会での審議、5月～6月に文化審議会のヒアリングを受
け、文化審議会からの課題提示を経て、推薦書原案等を完成させ
る。そして来年度に文化審議会での国内推薦決定、政府による推
薦、2024年度の世界遺産登録を目指す運びだ。
　1992年、世界文化遺産暫定リストに記載され
たが、市民の盛り上がりは未だ十分でない。今後、
登録に向けて大事な時期となる。歴史まちづくり
の具体的方策を市民や団体、行政が一体となり、
彦根城の世界遺産登録を盛り上げていく必要が
あることはいうまでもない。

フルバージョン ［3分 55 秒］ 
https://youtu.be/-twBTgQCms0

ショートバージョン ［2 分 40 秒］
https://youtu.be/Ckf0W1V3Qhw

お問い合わせ
当所彦根城世界遺産登録推進委員会 事務局
TEL.0749-22-4551

彦根城世界遺産登録推進ＰＲ動画 （彦根城世界遺産登録推進委員会製作）

推薦書原案（概要版）
https://www.ci
ty.hikone.lg.jp/
material/files/
group/78/sam
ary.pdf

＊7月4日（日）の検定試験の受検申込受付は、4月28日で締め切りました。




